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音楽と身体反応とイメージの相関`性に関する一考察
一小学校低学年の実践分析を通して－
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１．研究の目的

音楽学習の場面で、子どもたちが音楽に合わせて自然と身体を動かしている様子に遭遇する

ことがある。筆者が遭遇した場面では、子どもたちが音楽に合わせて「こう動こう」と意識し

て身体を動かしているというよりも、音楽に反応して勝手に動いてしまっているようであっ

た。子どもたちのこのような音楽に対する動きは、聴こえてくる音楽の様々な要素に反応した

結果と思われる。さらに、音楽に合わせて身体を反応させると、子どもたちの音楽に対するイ

メージがとても豊かになる。子どもたちの音楽学習における、こういった様相が意味するもの

とは何か。

音楽と身体との関わりに注目した教育法では、スイスの作曲家でもあり音楽教育家でもある

エミール・ジャック＝ダルクローズが提唱したリトミック教育法がある。音楽に反応して動く

活動を通し、音楽的成長を促すリトミック教育法は、曰本においても幼児教育などで数多く取

り入れられてきた')。日本で行われている多くのリトミック教育では、意図的に音楽に合わせ

て身体を動かす活動をすることで音楽を捉えていく力を養うことを目的とすることが多い。そ

して身体の動かし方についてもあらかじめ提示されている場合が多い2)。

しかし筆者が遭遇した子どもたちは、教師側から「動く」という条件が与えられていないに

も関わらず、自然に音楽に反応して動いている。そこには意図的なものは感じられず、自然と

身体が音楽に反応して動いているようなのである。そしてその動き方には、何の指示もされて

いないにも関わらず、ある種の規則性が感じられる。

そこで本研究では、音楽と身体との関わりについての先行研究を概観し、音楽に対する身体

反応がどのような意味を持つのかを見ていくこととする。そして、音楽学習における子どもた

ちの身体反応の諸相を分析することで、音楽と身体反応とイメージの相関性について考察して

いくこととする。

2．研究の方法

音楽と身体との関わりについて、音楽教育及び心理学の視点からアプローチした２つの先行
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研究を概観する。そして認知心理学の側面から、認識における身体の役割について整理する。

さらに音楽と動きに注目した先行事例を参照し、音楽と身体反応とイメージの相関`性を分析し

ていく視点を導き出す。分析対象として、小学校第２学年の音楽科の授業実践をビデオ録画し

たものを用いた。この実践では、身体的活動を意図的に組み込んではいないが、子どもたちの

音楽に対する身体反応が顕著に表れている。実践分析を通して音楽学習における身体反応の諸

相を明らかにする、実践的方法を取ることとする。

(1)先行研究

①心理学的側面からみるリトミック教育法

塩原はダルクローズの音楽教育論を心理学的側面から検証し、「リトミック教育は音楽学習

の下地としての神経システムの訓練と共に、発達した神経回路を、さらに筋肉運動を通して音

楽の動きの要素を知覚していくことを繰り返すことによって精密化しながら、音楽と私たちの

内面の世界を結びつける身体図式を発達させていくことを目的とする音楽教育法」３)であると

結論づけている。

②心理学者プルーナーの認知理論からみる音楽学習

小島はブルーナーの認知理論によって音楽理解の方法として、①身体を使って行動でわか

る、②目で見て映像でわかる、③頭をつかって記号（言葉）でわかる、の３点を挙げ、学習の

基盤としての身体活動の役割を論じている4)。

この２つの先行研究から、音楽を知覚し理解する過程において、身体を動かすことが大きな

役割を果たしていることがわかる。

(2)認知心理学の側面から

佐々木は著書「からだ:認識の原点」において、「意識体験としては視覚的なものとしてしか

感ずることのできない我々のイメージには、からだの動きに由来する運動的なモダリティーの

要素が加わっている。我々は動きの感覚を基底に事物を表象しているのである｡」５)として、イ

メージが身体の動きに由来していると主張している。また「からだの動き、運動感覚的なモダ

リティーに基礎をおく表象の範囲は、おそらく単語形表象という特定の対象に限定されるもの

ではなく、我々の想像を超えるひろがりを持っている可能性が強い｡」６)として、人間がイメー

ジを持つのに、あらゆる分野で身体の動きが大きな役割を果たしていることを示唆している。

(3)先行事例

音楽学習における身体の動きの役割に注目した先行事例としては、吉見美奈子の「｢動き」に

よる音楽の知覚・感受が音楽学習に果たす役割」がある。吉見は、小学校第４学年から第６学

年の児童を対象に、「動きをしながらの音楽学習はどのような点でよいと思いますか｡」という

質問を行い、児童が「動き」と「音楽が分かること」をどう結びつけているかを調査した。そ

の結果から、「｢動き」で音楽を知覚・感受する活動は、音楽の形式的側面と内容的側面とを自

－１３８－



小川：音楽と身体反応とイメージの相関性に関する－考察

分の中で結び付けながら音楽を認識することができる活動である」と結論づけている7)。

(4)分析視点

以上の先行研究及び先行事例から、音楽と身体反応とイメージの相関性を見ていく為の分析

視点を以下の２点とした。

①音楽の要素と動きの要素とに相関性があるか

②動きの要素と音楽に対するイメージとに相関`性があるか

先行事例では、調査対象を第４学年から第６学年とし、また児童自身が動きと音楽認識との

結び付きを意識しているかどうかが前提となっていた。そこで本研究では、低学年の児童を対

象に、子どもたちが音楽に対して無意識に反応して動く様相も含めて分析していくこととす

る。

３．内容

(1)実践概要

日時：平成21年６月26曰（金）～７月３日（金）

学年：第２学年全３クラス各クラス40名（男女各20名、計120名）

場所：大阪市内Ｏ小学校第２音楽室

単元名：ことばをくりかえしておはなしをつくろう8）

教材：擬音語

指導内容：反復【表現（３）－イ】音を音楽にしていくことを楽しみながら、音楽の仕組み

を生かし、思いをもって簡単な音楽をつくること。

単元の目標：

・反復に関心をもって意欲的に音楽づくりに取り組むことができる。（音楽への関心・意欲・

態度）

・反復を知覚・感受し、イメージに合った擬音語のくりかえし方や言い方を工夫することが

できる。（音楽的な感受や表現の工夫）

・反復を意識してイメージに合った音楽をつくることができる。（表現の技能）

表１指導計画（全４時間）

評価
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第１時

●

●

リズムカードを用いて、グループで４拍のリズムパターンをつくる。

｢○行」のくじをひき、リズムパターンにことばをあてはめる。

.つくったリズムパターンを何度も唱えて遊ぶ。

第２時

● グループ同士で聴き合い、響きに合うタイトル（題名）をつける。

･反復の有る無しを聴き比べ、反復について知覚・感受する
● タイトル（題名）を想像して、何度もﾛ昌える。

Ⅱ－①
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評価規準：

観点Ｉ：音楽への関心・意欲・態度

①反復に関心をもって意欲的に音楽づくりに取り組んでいる。

観点Ⅱ：音楽的な感受や表現の工夫

①反復について知覚・感受している。

②反復を生かして、イメージに合った擬音語のくりかえし方や言い方を工夫している。

観点Ⅲ：表現の技能

①反復を意識してストーリーに合った音楽をつくって表現することができる。

観点Ⅳ：鑑賞の能力（なし）

(2)子どもの反応

本実践で教材とされている擬音語を用いたリズムパターンとは、リズムカードを用いて子ど

もたちがつくった４拍のリズムパターンに、くじで担当分けされた言葉（｢ガ行」「ザ行」「バ

行」からどれか－つ）を子どもたち自身が当てはめたものである。例えば、「タンダダタン

タタ」という４拍のリズムパターンであれば、ザ行（ザ・ジ・ズ・ゼ・ゾ）から自由に言葉

を選んで当てはめると、「ザジジゼゾゾ」といったリズムパターンになる。各グループで

擬音語のリズムパターンがつくれたら、そのリズムパターンを何度も唱えて慣れていく。

表２リズムパターンに慣れる（下線部分が身体反応）

無作為に並べた擬音語のリズムパターンを反復して唱える活動において、自然と身体が反応

していた。最初に身体が反応したのは「バ行」でリズムパターンをつくったグループであった。

－１４０－

第３時

●

●

タイトル（題名）に近づくように、リズムパターンの反復を工夫する。

中間発表をし、表現の工夫について知覚・感受する。

Ｉ ①

Ⅱ－②

第４時

●

●

さらにグループで表現を工夫する。

グループごとにつくった表現を発表し、交流する。

Ⅱ ②

Ⅲ－①

実践における子どもの姿①

● リズムパターンを何度も唱えるうちに、自然に身体が動き出す。

(1)１組１班「パピピペペ． 」を唱えながらジャンプする。

｢パピピペペ・パピピペペ・パピピペペ・パピピペ

ペ．パピピペペ！（最後の「ペペ」を強く言って終わる)」

→後に題名を「はねるボール」とする。

(2)１組10班「パピププペポ」と唱えながら足じゃんけんのよう

閉じたりしてジャンプしている。

→後に題名を「ペンギンダンス」とする。

に足を開いたり
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「パピピペペ・」を繰り返し唱えているうちに、その場で上下にジャンプをし始めた。

一人の子どもがジャンプし始めると、同じグループの他の子どもも同じようにジャンプをしだ

し、楽しそうにリズムパターンを繰り返し唱えていた。またそのジャンプは柏に合ったもので

あった。

同じクラスの別のグループでも「バ行」でリズムパターンをつくったグループが、輪になっ

てジャンプしながらリズムパターンを繰り返し唱え始めた。そしてその場でジャンプするだけ

でなく、足を閉じたり開いたりする様子が見られた。リズムパターンに題名をつける活動にお

いて、前者のグループは「はねるボール｣、後者は「ペンギンダンス」という題名をつけてい

た。活動の当初から身体反応が著しかったこの二つのグループは、身体の動きに強く影響を受

けたイメージをそのまま題名にしていた。（表２参照）

表３つくったリズムパターンにタイトルをつける（下線部分が身体反応）

つくったリズムパターンを聴き合う場面で、より音に集中するために目を閉じて聴くことと

した。そして教師は事前に、「頭の中のテレビに何かが映ったり、動き出したりしたら教えてく

ださい｡」と声をかけていた。リズムパターンの反復が続くにつれ、足踏みをするように足が動

いたり、拍に合わせて肩が揺れたり、首を左右に動かしたりしている様子が見られた。この活動

は、目を閉じて座って聴く活動であったので、このような動きが出てくることは予想されてい

なかった。しかし聴取した「ザ行」のリズムパターンが｢電車が走る音みたい」であるという意

-141-

実践における子どもの姿②

(３班のリズムパターンの発表）

｢ザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾ

ザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾ」

･聴きながら足を動かし始めたり、肩をゆらしてリズムにのっている旧竜がいろ｡

Ｔ「どうですか？何か動き出した人」

ＫＨ「見えた」

Ｔ「Ｋ君、何が見えた？」

ＫＨ「リズムが、電車が走る音みたいで、目をつむって何か聴いてたら、前に電車が

通ってるみたいな感じがしました｡」

Ｔ「今のおもしろいね。もう一度３班さん言えるかな？」

●

(３班のリズムパターンの発表）

｢ザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾ

ザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾザゼゼ・ゾゾ」

１回目よりも多くの児童が、足踏みをしたり上半身を動かしたりし始めろ＿

Ｔ「どうやった？電車走ってるみたいって感じた人いる？」

Cａほとんどの子が手を挙げる

つくったリズムパターンを８回唱える

もう一度つくったリズムパターンを８回唱える
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見が出た後、再度目を閉じて聴くと、さらに多くの児童が目を閉じながらも足踏みや上半身の

揺れといった動きをしていた。子どもたちはリズムパターンを繰り返し唱えているものを聴く

と身体を動かしたくなる、ということを無意識に捉えていた。そして「電車が走る」という具体

的な動きのイメージが付加されたことで、リズムパターンの反復の質を動きで捉えやすくなり、

ほとんどの子どもが動きながらリズムパターンを聴くといった様子が見られた。（表３参照）

表４リズムパターンの反復に対する知覚・感受を促す場（比較聴取）（下線部分が身体反応）

教師がリズムパターンが反復していないものを唱え始めると、リズムパターンが唱えられた

と同時に手を振りながら足踏みをする様子が見られた。ところがリズムパターンが１回だけで

終わると、子どもの動きもピタッと止まってしまった。教師は事前に反復しないことを意図的

-142-

実践における子どもの姿③

Ｔ「１番ザジズゼゾザ」 (手や腕などが動き出すが、声に合わせてすぐに動きが止まる｡）

Ｔ「２番ザジズゼゾザザジズゼゾザザジズゼゾザザジズゼゾ

ザ

（

●●●●●●●● 」

だんだんと足が動き出し、最後には手を打ったり動いたりしながら、一緒にリズムパター

ンを唱えだす｡）

Ｃａ「ザジズゼゾザザジズゼゾザザジズゼゾザザジズゼゾザ」

＊この比較聴取の活動の前に行われた交流で、『ぞうの行しん』の発表では

｢象がどしどし歩JG,、aゑみたい｣、『雨ふり』の発表では「水たまりの

上を歩k)bnaJi:§しみたい」というように、「歩二Ｊという共通のイメージが

出ていたので、教師から「歩くイメージ」がするのはどちらか、という

発問がなされた。

Ｔ「１番の方が歩いている感じがするな」

Ｃａ：手があがらない

Ｔ「２番の方が歩いている感じがするな」

Ｃａ：手が一斉にあがる

Ｔ「わけを言える人いる？２番の方が歩いてる感じがするのはどうしてかな？」

ＳＲ「リズムにのってて、トントンって行進して歩いているようにきこえたから２番だ

と思いました｡」

ＹＹ「１回目は何か止まっている感じで、２回目は歩いていると思いました｡」

ＡＨ「１番は「ザジズゼゾザ」って止まったけど、２番は「ザジズゼゾザザ

ジズゼゾザ」ってずっと言っていました｡」

Ｔ「そうやってずっと言っていることを何て言うんやった？」

Ｃａ「はんぷく一｡」

リズムパターンが反復されていない

リズムパターンが反復されている

歩くイメージ
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に伝えていなかったので、子どもは止まることを予期しておらず、止まってしまったことに

びっくりして、リズムパターンを唱えていた教師の方を振り向くなどしていた。

次に教師がリズムパターンを反復して唱えると、今度は止まってしまうかもしれないと思っ

たのか、最初は注意深く聴いていたが、次第に拍にのって足踏みをしたり腕を振ったり、と

いった様子がみられた。そして最後にはクラス中の子どもたちが教師と一緒にリズムパターン

を唱え出した。このような活動を通して、反復していると「歩きたくなる」が、反復していな

いと「止まってしまう」という認識を持つようになる。（表４参照）

表５発表の場面（下線部分が身体表現）

それぞれのグループが自分たちでつくったリズムパターンに題名をつけ、ストーリーを考え

て唱え方を工夫し発表した。活動計画段階では、発表形態に身体表現を入れることは考えてい

なかったが、この活動を通して一貫して身体の動きを頼りにリズムパターンを捉えていく様子

が見られ、また子どもからも動きを入れたいという要望があったので、リズムパターンの唱え
方に合った動きは入れて良いこととした。（表５参照）

実践のまとめである評価の活動では、擬音語ではない素材でリズムパターンを反復している

音源と、反復していない音源とを聴き比べ、気づいたことや感じたことをアセスメントシート

にまとめていった。アセスメントで用いられている音源を聴いている場面でも、反復している

音源に対しては、リズムパターンの反復に合わせて次第に身体が動き出す様子が見られた。
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実践における子どもの姿④

擬音語のリズムパターン「ガーグギゴ」

子どもの説明：「ワニが川でお食じをしていると、ヘビがやってきました。ワニは、ヘビ

が大こうぶつです。でも今、たべているたべものと、ヘビ、どっちをた

べようかまよいました。「よし、ヘビをたべにいこう｡」たべようとしたと

き、さっきたべていたものは、にげていきました。「あ_どうしよう｡｣」
(子どものワークシートより、原文そのまま）

動きと言い方の特徴：ワニがどっちのエサを食べるか迷う様子では、「ガ－」がゆっ

くりとなり声の高さがずり上がる。最後はテンポが速まる。

擬音語のリズムパターン「ギググゴガゴ」

動きと言い方の特徴：はじめは腕で表した象の鼻を大きく左右に揺らす動作

うな感じで歩きながら
￣

つ

をし、重そ

リズムパターンをﾛ昌える。象の鼻で物を拾

(食事の）動作をすると、さらにゆっくり左動去になり、リズム

パターンもゆっくり唱えるようになる。最後には、眠るような動
作になり、声も小さくなっていく。

ワニのお食じタイム

ぞうの一日
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表６アセスメントシートの記述（斜字は子どもの記述）

アことばをくりかえしてお話lこしょう⑧ル

′……………傘鰹藝三仏｣ｉＷ－…蓼）
，いまから２つの音楽をききます。「リズムパターンのlざんぷく」１こついて、

あっているほうの（）に。をしましょう。まだ、それぞれどんなかんじがしましたが？

[T雪司三ミョ

（）リズムパターンをIまんぷくしている．（）リズムパターンを'さんぷくしていない

巨蕾i三国

（）リズムパターンをはんぷくしている （）リズムパターンをはんぷくしていない

鮭f【』ZHK急.L､娑鷺思い愚鹿野……－－－………………エニニーニーー＝....-ニーー△-.-..….．

…_蕊ｊｆＭｕ・睦Z;H頁塁馳t鳶鉱．…_蕊ｊｆＭｕ・睦Z;H頁塁馳t鳶鉱．

」」菫坐i≦L聖竺至坐些ｙＵ望
はんぷくしていると、ダンスがしたくなるし､わ

くわくするようなかんじがするけど､はんぷくし

ていないと、カタコトカタコトッとび

っくりするようなかんじがするよ。

｜ﾖｼfM鱗螺;;:鯰勲)壜ｼ／ Ｌムミ
ぷくしていると、ダンスがしたくなるし､わ

はんぷくしていると、おん念ｃリズム
ローα＿立つ■－α_毎口▲－－，已一、▲￣ユーＤＴ

はんぷくしていると、おん念ｃリズムノ筐からな

にががいっぽ‘Uうごいているかんじがするけ

ど、はんぷくしていないと、少ししかなに刀'が

うごいているかんじがするよ。

はんぷくしていると、おん念ｃリズムだからな

にが刀fいっぽ‘Uうごいているかんじがするけ

ど、はんぷくしていないと、少ししかなに刀'が

はんぶくしていると、タンスカ｢したくなるし．わ

くわくするようなかんじがするけど､はんぷくし

一戸lヘナハいし方々マム方々句ＡＯＤ〃ムア1

はんぶくしていると、リズムにすご〈の宛てどん，

ど池たのしくなツ羨坑こうしん達するような

かんじがするけど、はんぶくしていないと、グノて△

にのれないかんじ。こうしんがとまったような

かんじがするよ。

はんぶくしていると、茸楽か｢つづいていてさ

い=た、バーとひろ‘fるようなかんじがす

るけど､はんぶくしていないと、茸がつまずく

ようなかんじがするよ。

子どもたちのアセスメントシートに、反復していないと「つまずくようなかんじ」「こうしん

がとまったようなかんじ」と記述されていたことからも、動きの活動が反復の質を捉える助け

になっていたことがわかる。（表６参照）

4．分析結果と考察

２点の分析視点から結果を考察していく。

(1)音楽の要素と動きの要素とに相関性があるか

リズムパターンを１回だけ唱えていた時には動きは見られなかった。しかし、リズムパター

ンを反復して唱え始めると、次第に音楽に合わせて動きをつける様子が見られた。これは反復

のもつエネルギーが動きを誘発したのではないかと考えられる。またリズムパターンに用いら

れた素材である擬音語の質によっても違いがあった。特に「バ行」を用いたリズムパターンで

は、そのはねるような音色から動きが誘発されやすかったと考えられる。つまり「反復」や

「擬音語の音色」という音楽の要素から、「ジャンプする」という動きが誘発されたと考えられ、

－１４４－
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本実践においては、音楽の要素と動きの要素とに相関』性があると考えられる。

(2)動きの要素と音楽に対するイメージとに相関性があるか

「バ行｣のリズムパターンに合わせてジャンプをしていたグループが２つあった。主に上下運

動であった１つ目のグループは、そこから「はねるボール」をイメージし、「ボールであそんで

いたら、空までいってしまって、空から－つふってきたけど、さいごは空へとんでいかなかっ

た｡」というストーリーを考えた。２つ目のグループは、ジャンプに足を開いたり閉じたりする

動きが加わっていった。このグループは、自分たちの動きからペンギンが海に飛び込む様子を

イメージし、「海にペンギンが入ろうとして、ピョーンととんで、バチャーンと海にとびこみま

した。海を見つけて、ペンギンがとびこみました。また出てきて、ちがうしまへ、むかいまし

た｡」というストーリーを考え出した。

この２つのグループは「バ行」のリズムパターンの反復に反応した自分たちの動きを拠り所

に、自分たちでつくったリズムパターンに合ったイメージを持つようになった。

また他にも「ガ行」でリズムパターンをつくって「ぞうの一日」という題名をつけたグルー

プは、最初は「ガ行」のリズムパターンに合わせてぎこちない動きをしていたが、そのぎこち

ない動きの感じから「身体がなかなか動かない」という感覚を持つようになり、ゆっくりな動

きをする動物である象をイメージした。そして「ぞうの行しんは、どしどし歩くかんじをあら

わしています。ドシンドシン。最後はお昼寝｡」というストーリーをイメージするようになって

いった。

これらのことから、音楽に合わせて動いたことで、その動きの質感によってイメージが想起

され、リズムパターンそのものに対してもイメージを持って捉えるようになっていったと考え

られる。よって本実践においては、動きの要素と音楽に対するイメージとに相関性があると考

えられる。

以上の分析結果から、音楽と身体反応には相関性があり、また身体反応をすることによって

その反応をもたらした音楽の要素の質が認識され、身体の感覚を拠り所としたイメージを持っ

て音楽の要素を捉えるようになることがわかった。

今回、反復と擬音語の音色という音楽の要素から子どもたちの動きが誘発されたことで身体

反応が起こり、その身体反応によって音楽の要素をイメージを持って捉えるようになるという

相関｣性が明らかになった。今後は、創作分野だけでなく、鑑賞や歌唱・器楽の分野における身

体活動の役割を明らかにしていくことが必要であると考える。
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